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洋野町 

久慈市

洋野町 

野田村 

普代村 

田野畑村 

岩泉町 

宮古市 

山田町 

大槌町 

釜石市 

大船渡市 

陸前高田市 

≪岩手県の概況≫ 

人口：1,330,657 人 

面積：15,278.89 ㎢ 

世帯数：505,719 世帯 

※平成 22 年 10 月 1 日現在 
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岩手県沿岸市町村位置図 



 

Ⅰ 本県の被害概況  

 

 
被 害 の 区 分 被 害 備 考 

人的被害 

死者数 4,665 人  

行方不明者数 1,420 人 認定死亡者 1,228 名含む 

負傷者 188 人 一部、把握できていない市町村がある。 

家屋被害 全・半壊 24,735 棟 住家のみ 

産業被害 

（推計額） 

 
※11/21 現在 

農業被害 594 億円 農地・農業用施設 545 億円、農業施設 28 億円等 

林業被害 274 億円 林業施設 221 億円、森林 37 億円等 

水産業・漁港被害 5,649 億円 漁港 4,527 億円、漁船 338 億円、 
水産施設等 365 億円等 

工業（製造業）被害 890 億円 
津波による流出・浸水被害の推定額であり、地
震による被害は含めていない。 

商業（小売・卸売業）被害 445 億円 

観光業（宿泊施設）被害 326 億円 

計 8,178 億円  

公共土木 

施設被害 

 

※7/25現在 

河川・海岸・道路等施設整備 1,723 億円 海岸 1,289 億円、道路 252 億円、河川 147 億円等 

都市・公園施設被害 405 億円 下水道 306 億円、公園 99 億円 

港湾関係施設被害 445 億円  

計 2,573 億円  

   出典：岩手県災害対策本部調べ 

（参考）資本ストックの被害推計                   （単位：10 億円） 

 
推定資本
ストック 

Ａ 

推定資本ストック被害額 
合計 
Ｂ 

被害率 
Ｂ／Ａ 生活・社会

インフラ 住宅 製造業 その他 

内陸部 26,369 457 22 64 211 754 2.9％ 

沿岸部 7,449 1,943 607 191 781 3,522 47.3％ 

合 計 33,818 2,400 629 255 992 4,276 12.6％ 
出典：株式会社日本政策投資銀行推計 

１ 地震及び津波の概要  出典：岩手県災害対策本部調べ 

項  目 東北地方太平洋沖地震 宮城県沖を震源とする余震 
発 生 日 時 平成 23 年３月 11 日(金)14 時 46 分頃 平成 23 年４月７日(木)23 時 32 分頃 
震 央 地 名 三陸沖(北緯 38°06.2′､東経 142°51.6′) 宮城県沖(北緯38°12.2′、東経141°55.2′) 
震源の深さ 24ｋｍ 66ｋｍ 
規   模 マグニチュード 9.0（ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ） マグニチュード 7.1（暫定値） 
本県の最大
震度 

震度 6 弱：大船渡市、釜石市、滝沢村、 
     矢巾町、花巻市、一関市、奥州市、 

藤沢町 

震度 6 弱：大船渡市、釜石市、矢巾町、 
一関市、平泉町、奥州市 

津波の最大
波 

宮 古 11 日 15 時 26 分 8.5ｍ以上 
釜 石 11 日 15 時 21 分 4.2ｍ以上 
大船渡 11 日 15 時 18 分 8.0ｍ以上 
久慈港          8.6ｍ（推定値） 

－ 
 

 

写真：壊滅的被害を受けた陸前高田市 

 
２ 被害の状況（人的及び家屋被害は平成 23 年 11 月 18 日現在、それ以外は区分欄に記載のとおり） 
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３ ライフライン被害の概要 

区分 最大被害状況 復旧状況 

停電 約 76 万戸 復旧完了（5/28 復旧） 

ガス供給停止 約 9 千 4 百戸 供給停止なし（4/26 復旧） 

断水 約 18 万戸 復旧完了（7/12 復旧完了） 

電話不通 約 6 万 6 千回線 サービス中断中の通信ビルなし（4/17 復旧）※ 

   ※加入者宅と通信ビル間の回線切断等により、利用できない場合がある。 

   出典：岩手県災害対策本部調べ 

 

４ 市町村別の被害状況（平成 23 年 11 月 18 日現在） 

田野畑村

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

住田町

陸前高田市

大船渡市

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

滝沢村

紫波町

岩手町

葛巻町

雫石町

八幡平市

矢巾町

盛岡市

平泉町

金ケ崎町

西和賀町
遠野市

一関市

奥州市

北上市

花巻市

 

 

 

 

【洋野町】 
 家屋倒壊 26 

【久慈市】 
 死者 2 
 行方不明者 2 
 負傷者 10 
 家屋倒壊 276 
 

【野田村】 
 死者 38 
 負傷者 17 
 家屋倒壊 479 

【普代村】 
 行方不明者 1 
 負傷者 1 

【田野畑村】 
 死者 14 
 行方不明者 16 
 負傷者 8  
 家屋倒壊 270 
 

【岩泉町】 
 死者 7 
 家屋倒壊 197 

【宮古市】 
 死者 420 
 行方不明者 117 
 負傷者 33 
 家屋倒壊 4,675  
 

【山田町】 
 死者 604 
 行方不明者 174 
 負傷者 不明  
 家屋倒壊 3,167  
 

【大槌町】 
 死者 802 
 行方不明者 520 
 負傷者 不明  
 家屋倒壊 3,717 
 

【釜石市】 
 死者 885 
 行方不明者 183 
 負傷者 不明  
 家屋倒壊 3,641 

【大船渡市】 
 死者 339 
 行方不明者 94 
 負傷者 不明  
 家屋倒壊 3,629  
 

【陸前高田市】 
 死者 1,554 
 行方不明者 302 
負傷者 不明  

 家屋倒壊 3,341  
 

【内陸市町村計】 
 行方不明者 11 
 負傷者 119 
 家屋倒壊 1,317  

【県 計】 

■避難者（避難者ピーク時：3/13 54,529 人） 
９月１日現在、宮古市で自宅修理待ちのため市営
住宅にいる４名のみとなり、10 月７日、その市営
住宅も閉鎖され全ての避難所が閉鎖されました。 

 （参考） ※平成 23 年 11 月 16 日時点 
  県内内陸親類宅等に移った被災者  2,900 人 
 他都道府県に移った被災者     1,600 人 

【県 計】（平成 23 年 11 月 18 日現在） 

■死者 4,665 人 ■行方不明者 1,420 人 
■負傷者 188 人 ■家屋倒壊 24,735 棟 
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Ⅱ 復興計画の策定  

県では、今回の大地震とそれに伴う巨大津波からの復興を進めるため、発災１ヶ月
後の平成23年４月11日には第１回の「岩手県東日本大震災津波復興委員会」を開催、
計画づくりに着手し、平成23年８月11日、「岩手県東日本大震災津波復興計画」を策定

しました。 

この計画は、復興委員会等における専門的な審議やパブリックコメント、地域説明

会等での意見などを踏まえ、県議会での承認を経て、県として策定したものです。 
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【復興の目指す姿】 

 

【「目指す姿」の実現に向けた取組の体系】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 「安全」の確保  

１ 被災市町村のまちづくり計画等の策定状況 
 

6 

まちづくりのグランドデザインのモデル（例） 

まちづくりのグランドデ

ザインは、「まちづくりの視

点」を踏まえ、「津波防災の

分類」と「多重防災型まち

づくりのツール」を効果的

に組み合わせて検討するも

のです。 

市町村が作成する復興プ

ラン等の参考としてもらう

ため、まちづくりのグラン

ドデザインのモデルとして

示したものです。 
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Ⅲ 「安全」の確保  

１ 被災市町村のまちづくり計画等の策定状況 

 

２ 災害廃棄物（がれき）の処理 

■生活環境に支障が出る災害廃棄物は平成23年７月末までにおおむね移動を完了しました 

■その他の災害廃棄物は平成24年３月末を目途に被災現場からの移動を完了させます 

■処理については、平成26年３月末を目途に実施します 

（参考） 
沿岸市町村の災害廃棄物処理の進捗状況 

環境省公表データ（平成 23 年 10 月 25 日） 

市町村名 

がれき推計量（千ｔ） 仮置場への搬入状況 撤去率 

 

うち家屋等
解体による

がれき推計量 

(解体済のも
のを含む) 

仮置場 
設置数 

 

仮置場 
面積 
（ha） 

搬入済量 
(千ｔ) 
※ 

解体を除いた
がれき推計量

に対する搬入

済量の割合 
（％） 

洋野町（ひろのちょう） 15  3 1 3.0  15 100％ 

久慈市（くじし） 96  20 4 5.0 96 100％ 

野田村（のだむら） 140  10 8 6.0 140 100％ 

普代村（ふだいむら） 19  - 2 2.0 19 100％ 

田野畑村（たのはたむら） 86  20 3 4.0 86 100％ 

岩泉町（いわいずみちょう） 42  5 1 4.0 42 100％ 

宮古市（みやこし） 715  140 11 30.0 645 100％ 

山田町（やまだまち） 399  40 16 17.0 302 84％ 

大槌町（おおつちちょう） 709  40 17 31.0 603 90％ 

釜石市（かまいしし） 762  400 11 19.0 327 91％ 

大船渡市（おおふなとし） 756  130 20 24.0 470 76％ 

陸前高田市（りくぜんたかたし） 1,016  90 14 83.0 926 100％ 

計 4,755  898 108 228.0  3,671 92％ 

 ※搬入済量：平成 23 年 10 月 24 日現在で県を通じて把握がなされた仮置場への搬入済量を集計したもの。 
なお、この搬入済量には、家屋等解体により発生したがれきで撤去が完了したものも含まれている。 
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Ⅳ 「なりわい」の再生  
１ 水産業の状況 

 状 況  

■大震災津波により、本県沿岸部の基幹産業である水産業は、

111 漁港のうち 108 漁港が被災。施設、漁船、漁具など、甚

大な被害を受けました。 

■県下 24 沿海地区漁協では、多数の組合員が犠牲となってい

るほか、14 漁協で事務所が流出又は全壊するなど、漁協機

能が失われました。 

■漁業者においても、全体の 90%以上の漁船が流出・損壊等被

災したと思われ、漁具についても多くが流出し、生産手段

が失われました。 

 取組み  

■当面の安全性や機能の確保のための漁港、海岸保全施設等

の応急的な復旧を進めます。 

■漁業協同組合による漁船・養殖施設等生産手段の一括購

入・共同利用システムの構築を支援します。 

■中核的な産地魚市場の再開と安定的な運営に必要な施設の

応急的な復旧と設備・機器の整備を支援します。 

 

 

  

２ 二重債務問題 

 状況  

■津波で事業所や自宅が流出するなどした沿岸部の被災者にとって、事業再開や生活再建にあたり、

旧債務を抱えた状態で新たな借入れを行うことは非常に困難であることから、いわゆる二重債務の

解消が求められています。 

 取組み  

■国や地元金融機関と連携して二重債務の解消に向けた取組みを行っています。 

 ①「総合相談センター」や旧債務に係る買取りなどを行う「岩手県産業復興機構」を設立し、事業

者を支援する体制を構築します。 

 ②住宅ローンなど個人の旧債務については、被災者生活再建支援金の拡充や、住宅ローンに係る利

子補給制度の創設を国へ要望しています。 

 

４月：再開した宮古魚市場の様子 

 

５月：震災後初の天然わかめ漁の様子 

 

 復旧の状況  
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Ⅴ 「暮らし」の再建  
１ 応急仮設住宅の状況 

 
 応急仮設住宅等の入居状況（12月２日現在） 

 応急仮設住宅 民間賃貸住宅 雇用促進住宅 公営住宅等 合 計 

戸数 13,203戸 3,365戸 819戸 174戸 17,561戸 

人数 31,401名 8,636名 2,539名 506名 43,082名 

割合（人数） 72.9％ 20.0％ 5.9％ 1.2％ 100.0％ 

  ※「人数」については、推計値であること。 

応急仮設住宅の入居（12月２日現在）       

完成戸数 
 

① 

入居済戸数 
 

② 

完成戸数に 
対する入居率 

②／① 

   

13,984戸 13,219戸 94.5％    

２ 入居者意向調査の概要（平成23年７月実施、県土整備部調べ） 

 

 周辺環境を含めた居住環境への満足度  

 

 希望する住まいへの転居の時期  
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避難者 

9/1 現在：4 名 

10/7 に全て解消 



 

３ 義援金、寄付金 

義義援援金金、、寄寄付付金金のの受受付付状状況況（（県県受受付付分分）） 

★義援金 ～市町村を通して被災者へ配分されます～ 

（11 月 30 日現在） 約 165 億 4,219 万円（72,499 件） 

★寄付金 ～県が行う復旧・復興の財源として使われます～ 

（11 月 30 日現在） 約 60 億 4,928 万円（ 4,402 件） 

★★いいわわててのの学学びび希希望望基基金金のの受受付付状状況況 ～被災した子どもの支援に使われます～ 

（11 月 30 日現在） 約 26 億 6,761 万円（ 3,574 件） 

義義援援金金、、被被災災者者生生活活再再建建支支援援金金及及びび災災害害弔弔慰慰金金のの支支給給状状況況  

 

 

 希望する居住形態（全年代）  

 

 

区 分 被災者への支給額 摘 要 

義援金(1次配分+2次配
分額合計) 
(例) 
 死亡 152万円/人 
 全壊 152万円/戸 
 半壊  92.3万円/戸 

◆12/2現在 
(1次配分) 
30,637件・136億5,800万円  
（28市町村） 
支給率（金額ベース）92.1％ 
(２次配分) 
30,600件・266億5,473万4千円 
（28市町村） 
支給率（金額ベース）92.2％ 

◆11/4現在 
(1次配分) 

30,274件・135億2,187万円 
（28市町村） 
支給率（金額ベース）90.8％ 

(２次配分) 
30,232件・263億2,286万7千円 
（28市町村） 
支給率（金額ベース）90.5％ 

被災者生活再建支援金 
（ 例  複 数 世 帯 の 場 合 ） 
 全壊  100万円 
 大規模半壊 50万円 
 

◆12/2現在(基礎支援金) 
22,037件・192億5,480万円  
(21市町村)  
支給率（件数ベース）95.8％ 
(基礎支援金) 
県受付件数 22,279件 
国（指定委託法人（財）都道
府県会館）への進達件数
22,209件 （99.7％進達済） 

◆11/4現在(基礎支援金) 
21,857件・191億3,992万円  
(21市町村)  
支給率（件数ベース）95.0％ 

(基礎支援金) 
県受付件数 22,053件 
国（指定委託法人（財）都道
府県会館）への進達件数
22,023件 （99.9％進達済） 

災害弔慰金 
（例）死亡 
 生計維持者 500万円 
 その他１人 250万円 

◆12/1現在 
4,747件・142億3,500万円 
（23市町村） 
支給率（件数ベース）75.3％  

◆11/2現在 
4,585件・137億3,000万円 
（23市町村） 
支給率（件数ベース）73.1％ 
※予算計上分に係る支給率 
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 希望する居住形態（年代別） 



 

岩手は必ず復興を果たします。 

引き続きのご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県復興局 

 

 

中尊寺 




